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2006 年  09 月  14 日  

熊野の旅 秋が来ると・・・アジのたたき  

 

 どうもすっきりしない写真になってしまいましたが、熊野路では稲の秋はほとんど

終わっています。稲刈りは秋真っ盛りとか晩秋というイメージからは程遠くなってし

まいました。 
 『あきのたの かりほのいほの ・・・・』などと言う詩に歌われた田の光景は物

悲しい感じがただようのですが、いまだと、まだまだ太陽も強くイメージが合いにく

くなります。 
 近年はこの季節になるともう青切りミカンが出荷されています。青切りではなく完

全に黄色くなった温室ミカンが出ていますね。 
 本来の温州みかんですとまだ青く小さなまん丸な実の状態なのです。当然、酸っぱ

くて食べられる代物ではありません。しかし、スダチ代わりに使うには丁度いいので

す。大体、ミカンは実をたくさん付けすぎるので、摘果して捨てるのですから、この

ように青い実を採って『ミカン酢』にして使っても収穫に問題ないのです。 
 よくしたもので、この『ミカン酢』の時期になるとそれに合う食材が獲れ始めるの

です。 
 海からは『豆鯵』です。普通に料理するには小さ過ぎて面倒なものですが、『たた

き』にするにはもってこいなのです。高知の『たたき』では無く文字通り『叩いた』

ものです。はらわたを取った豆鯵をまな板の上で二丁の包丁を使ってトントントント

ン叩いて骨も全部なくなるまで切り刻んだものです。見かけはミンチですが、ミンサ

ーやミキサーですりつぶしたものと包丁で叩ききったものでは味に違いがあります。 
 灰色のあまり見場の良い食べ物ではありません。もう少し大きな鯵を三枚にさばい

てお刺身にした方が料理らしく見える代物です。 
 この『鯵のたたき』には『ミカン酢』が付き物です。まあ、ミカンの香りで多少ご

まかすということかもしれません。 
 昔は、このシーズンの夕方、木本の町を歩くと家の奥からトントントントンと鯵を

叩く音が聞こえたものです。でも、最近ではとんと聞かなくなりました。スーパーで



機械で作ったものは売っていますが… 
カメラはメダリスト II ・ エクター１００mm  
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ      by je2luz | 2006-09-14 12:34  

 

 

 

 

2006 年  09 月  15 日  

熊野の旅 秋が来ても・・・マツタケ  

 秋が来ると青いミカンの『ミカン酢』が出てくると書きました。 
 これは『鯵のたたき』だけではなく『サンマの焼いたの』にも絞って掛ける事が多

かったものです。 
 鯵やサンマは今でも取れていますが、私が子供の頃には外国からなんか運んでこな

くても日本中何処にでもあったものが、近年では姿を消しています。その秋の味覚に

もミカン酢や柚子は付き物だったのです。 
 その無くなったもの…『マツタケ』です。 
 マツタケは赤松の根元に寄生して生えます。つまり、赤松が無くては日本マツタケ

は生えてきません。なおかつ、結構気ままな菌らしく、日陰過ぎても日向過ぎても生

えないようです。 
 そもそも松自体が結構気ままで、根元に他の植生があるのを嫌うそうです。目元が

きれいになった状態で好き勝手に伸びたい植物らしいので、何百年も生きるといいつ

つさほど強い樹木ではないようです。 
 この松が戦後輸入されたパルプ原料の材木と共に来日した松くい虫の餌食になり、

どんどん姿を消して行きました。 
 このあたりは紀州製紙、巴川製紙といった製紙工場があったので四日市港や大阪港

に陸揚げされた原木が貨車でどんどん運ばれてきました。そして、昭和２０年代に松

くい虫被害の先進地になったのです。七里御浜松原からどんどん松が姿を消し、あわ

てて植えた若松だけが生き残ったのですが、その若松も大人になると根の勢いが衰え、

松くい虫の正体の線虫の餌食になります。 
 木の中や土の中にいて殺虫剤などほとんど効かない松くい虫に対し、殺虫剤散布が

毎年行われ、松林が７月頃に立ち入り禁止になります。 
 それだけやっても古木はどんどん枯れて行きました。営林署の所轄のところは無駄

金でも消毒しますが一般の山の松はどうしようもないので最早壊滅状態です。 
 つまり、松の無い地方にはマツタケは生えません。生えなければ秋の味覚は探せま

せん。 
 『ミカン酢』も『柚子』も昔ながらになっていますが、マツタケの焼いたのやマツ

タケ入りのすき焼きは姿を消しました。 
 田舎に来て『マツタケ』が出ても舶来マツタケです。悲しいですね。 



 
                by je2luz | 2006-09-15 11:43 

 

 

 

 

2006 年  09 月  16 日  

熊野の旅 秋と言えば・・・しかし、熊野では  

 秋の味覚と言えば『サンマ』をあげる人が居るでしょう。 
 秋刀魚は秋の始まりに北海道、三陸沖で取れ始め、秋たけなわには銚子沖などお江

戸の食卓を賑わせて来た魚です。今でこそ、『新物』が秋になると熊野のスーパーに

も並びますが、もともとこの辺で秋刀魚が食べられるようになるのは晩秋になってか

らです。秋が深まり干物を干すのにも丁度良くなった頃から真冬にかけてこの沖合い

で獲れるのです。 
 この『熊野のサンマ』はやせて小さいことで有名です。 
 その説明に『三陸、銚子沖などを経由しているうちに油が落ち痩せてしまった・・・』

と言う一般的なものがあります。 
 私はこの説明に納得できません。 
 『油が落ち、痩せる』は良いにしても、生物が生長してから身長が縮むなんてあり

えないでしょう。骨の無いナマコなどならいざ知れず、立派な背骨を持ったサンマの

平均身長？が何センチも熊野沖のほうが小さいなんてあり得ないでしょう。熊野沖の

群れと巨大な銚子沖のサンマの群れは別行動のものだと思います。 
 かく左様に、ここで取れるサンマは小さいものです。脂もありません。生のままで



焼いて食べると『病人食』のように味気ないものです。中にはこのパサパサのが好み

の人はいますが 90％以上は『熊野のサンマはまずい』と言うでしょうね。 
 この『まずいサンマ』を美味しく食べようと色々工夫して来たのでしょうね。そし

て、定着したのが『丸干し』と『姿寿司』でした。 
 美味しいサンマが話題になる間はまだまだ出番ではないのですが、寒い秋がやって

くるとこんな風景が現れます。 

 

Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ     by je2luz | 2006-09-16 14:04 

 

 

 

 

2006 年  09 月  17 日  

熊野の旅 秋風のようなニュース 中尊寺  

 『秋風』と言う言葉には『爽やか』と言うイメージと共に『落ちぶれる』と言うイ

メージもあります。 
 『熊野古道』が高野山・大嶺山の霊場に付随して世界遺産に登録されて二年余り立

ちました。 
 膨大な面積をカバーする世界遺産ですから、人出は分散します。紀伊半島中にばら

撒くわけですからね。 
 元々参詣者の多かった高野山は更に増えたようです。熊野三山の神社も増えたよう

です。それでも混雑して困るところまでは行かなかったようです。 
 ここの世界遺産指定の後で『知床半島』が自然遺産に指定されました。そして、指

定前後は例によってマスコミの取材が入って放送回数は増えました。知床は秘境です

からテレビで見るのが一番良いものですね。昔に比べ随分俗化したようですが、それ

でも観光船から見るくらいしか本当に近づくことも出来ませんから人で埋まるのは

防げたようです。 



 そして、今度は『平泉・中尊寺』だそうですね。これも、日本が申請するのでスポ

ンサーの推薦を断るわけにも行かず指定されるでしょうね。 
 『さみだれの ふりのこしてや ひかりどう』 などという芭蕉の奥の細道の句も

残り、中年より上の日本人には馴染み深いものです。それに。義経がダブり、奥州藤

原三代と歴史のロマンを思い起こさせる「みちのく」の地ですね。見込み客の一番多

い関東からはすごく便利なところと変わっていますから、少し観光客も増えるでしょ

うね。それでも、『少し』でしょう。 
 私が訪れた４０年前に比べ芭蕉の銅像が出来たり、そばの毛越寺なども随分きれい

になったようです。その分、見物はしよいし見るものも増えたのでしょうね。 
 かくかように、類似世界遺産がどんどん増えます。ここの世界遺産同様、『世界』

が付くことに疑問符が付きますが・・・ 
 いっそのこと、『世界遺産・日本国』で立候補してはいかがでしょうか？ 

 

 世界遺産・高野山奥の院 
 カメラはローライ コード ＩＩＩ  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ          by je2luz | 2006-09-17 12:59 



2006 年  09 月  19 日  

熊野の旅 巨木・産田神社  

 神社やお寺の境内には大きな木が立っていることが多いです。 
 この辺でもほとんどの神社には巨木が立っています。樹齢にすると二百年とか三百

年になる大きなものです。 
 日本最古の神社の花の窟は海に近く杉が育ちにくいのか神社に付き物の杉の巨木

はありません。花の窟とセットになる『産田神社』は産田川のほとりにあり、水分も

たっぷりあるので杉の巨木があります。 

 

 この杉は神社の入り口、鳥居の脇にある巨木です。樹齢は二百年は軽く越え、三百

年になろうかと言う大きさです。まさに威風堂々と言うものです。 
 杉の寿命は千年を越すとも言われますから、旨く行けばまだまだ孫末代までこうし

て神域の雰囲気を保ってくれるでしょうね。しかし、樹木も齢を重ねると段々もろく

なります。若いときには受け流せた台風の風もまさに骨身にこたえて、折れたり倒れ

たりすることがあります。 
 台風銀座で強風に慣れて育った木と言えども、数十年とかに一度、風の道とは違う

場所に強風の吹き込むこともあります。そんなときにはそこに生えた木には想定外の

事態と言うことで被害が大きくなります。 
 十年ほど前でしょうか、台風によって尾根を一つはさんだ『大馬神社』の杉の大木

が倒れたことがあります。これも、そこの杉にとっては想定以上の強風だったのだと

思います。室生寺の五重塔を壊した杉の大木も同じだったと思います。 



 こうした巨木と言っても、せいぜい２００年とか３００年のものです。神社やお寺

の歴史よりずっと短いものが多いのです。 
 これについての考察は次回に書きたいと思います。 
 カメラは ミノルタ・オートコードＬ・ロッコール  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2006-09-19 11:28 | 

 

 

 

 

2006 年  09 月  20 日  

熊野の旅 巨木・産田神社・更新  

 昨日の続きになります。 
 産田神社の杉のように巨木に包まれた神社が結構多く見かけられます。 
 こうして木々に包まれることによって今の我々には神秘的な雰囲気が感じられる

ところも多いと思われます。 
 神社の建物は伊勢神宮ほどではないにしろ立て替えられてゆくものが多く、ものす

ごく古いものというのが少ないですが、式年遷宮というしきたりが無くてもこんな所

に社を置いておけば何百年ももつ訳がありません。 
 昔々もこうした環境に神社を置いたのか少し疑問を感じます。 

 

 昨日も書いたようにほとんどの神社の杉の木は２００年とか３００年ほどのもの

です。と、言うことは、江戸時代中期とかに植えられた杉が育って今のようになって



いるわけです。この巨木の前は一体どんな植生だったのでしょうか？こんなに密集し

た林が形成されていたのでしょうか？それに、割と年代が揃った巨木と言うことはこ

れを植えたときはこんなに真っ暗な状態ではないはずです。そうでないと育ち始めて

くれません。 
 そして、いまは巨木が雰囲気を盛り上げてくれていますが、ほとんどのところでは

次世代の木が育っている気配はありません。立派な木に見えるまでには１００年以上

の年数がかかります。貫禄が出るのは２００年位からです。気の長い話なのです。 

 
 木も老化しますし何時か枯れます。だから、常に『更新』と言うことを考えなくて

はならないはずなのですが…どうも、そうしたことが系統だって行われるしきたりは

無いようですね。毎年のことは出来ても数十年単位での行事はやりにくいでしょうが

ね。そうしたスパンで神域の森とか言うものがどうあるべきなのかあまり考えられて

いない気もします。伊勢神宮の御用林を切りつくしたのが大正、昭和とかだそうです。

伊勢神宮でさえがそうなのですから・・・ 

 

 カメラはミノルタ・オートコードＬ・ロッコール  
Tags:熊野市 クラシックカメラ 熊野古道     by je2luz | 2006-09-20 12:47 



2006 年  09 月  21 日  

熊野の旅 産田神社 境内 1 狛犬  

 杉の大木に迎えられて境内に入ると森は小さいのに薄暗い空間がそこにはありま

す。樹冠が付き合うほど密集した木々のためです。蜜植された木々が光を求めて上へ

上へと背伸び競争をしてきたので樹高は普通の山にあるものよりはるかに高くなっ

ています。 
 このように薄暗くひんやりした空間が神とか仏の居る神社やお寺にふさわしいと

感じる日本人は多いようです。だから、深山でもない里の神社などもこうした森が作

られたものと思います。 
 草木、万物に神が宿り、まして巨木には…と言いますが、少し順番が違いますね。

よほどのことが無い限り、前にも触れたように、神社より境内の木のほうが若い場合

が多いのです。立派だ…と眺める木も神社がそこに祭られたときには無かったものが

多く、古木があるから神域では無く、巨木に育てる気の長い営みがそれらしき雰囲気

を作り出したのではないでしょうか。 
 それにしてもお寺さんはまだしも、神社と言うものはあまり健康的な環境ではない

ですね。 
 一時的に休憩するには良いにしてもとても住むには… 
 神々は神通力？超能力でテレポート自在ですから、降臨される時以外は光一杯のと

ころにおられるのでしょうね。 
 神様はそれが出来ますが狛犬さんは日当たりが悪かろうが良かろうが交代制のな

い守衛さんとしてそこに座り続けなくてはなりませんね。お気の毒な・・・ 

 



 
 この一対の狛犬もさほど古いものではないようですがほんの少ししか日の当たら

ない場所で座り続けています。ここに着てからはひたすら外の方を見ていますから、

向き合っていながら顔も見合わせたことが無いでしょうね。 
 産田さんの狛犬は狛犬らしい狛犬です。狛犬にはとぼけたような顔をしたのもたま

には居ますが・・・ 
 カメラはミノルタ・オートコードＬ・ロッコール  
Tags:クラシックカメラ 熊野市 モノクロ    by je2luz | 2006-09-21 13:04  

 

 

 

 

 

 

2006 年  09 月  22 日  

熊野の旅 産田神社 境内 2  

 産田神社は日本最古の神社とも言われる『花の窟神社』とセットになるものです。 
 イザナギとイザナミが結婚し火の子を生んだとされる場所がここになります。 
 何処の国の神話でも火の神は神々のグループの最初の方に登場しますね。人類にと

って怖いものでありありがたいものでもあった『火』は神に結びつくのでしょう。 
 こうした神社の由来もあり、産田神社は遠くから見たら普通の村の鎮守様くらいの



ものですが、少し雰囲気が違います。 
 鎮守様の類は境内にちょいとした広場などあり遊ぶのに良く、祭りにも使われるも

のですが、ここの境内にはそれが全くありません。石垣で囲まれた神社の敷地内はう

っそうとした森になっていて明るいのは神域らしき一角で七里御浜でかつてはたく

さんあった真っ白な大きな玉砂利を敷き詰めた場所だけです。そしてそこには社殿が

建っています。 
 『社殿に近づくな』と言う雰囲気です。 
 もっとも神社は神職以外を近づけないようにしたものが多いですがね。ここもその

一つです。 
 神主などが常駐しているわけではないですが、この産田さんは地元の人たちによっ

ていつもきれいにされています。花の窟と共に有馬の人たちの誇りとなっているから

です。 

 
 この鳥居の下には『さんま寿司発祥の地』の案内板が立っています。ここのお祭り

では『さんま寿司』が出されます。そのサンマ寿司は骨が付いたまま開いてあるのが

本当らしいです。安産を祈願して近郷からの参拝があるようですが、最初のサンマ寿

司って食べにくくて美味しくなかったでしょうね。それとも弥生人？はものすごく歯

が強かったのでしょうかね。 



 
 カメラはミノルタ・オートコードＬ・ロッコール  
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ      by je2luz | 2006-09-22 12:29 

 

 

 

 

 

 


